
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：広島南道路本川橋下部第２工事
�２ 発 注 者：国土交通省 中国地方整備局
�３ 工事場所：広島県広島市中区光南～

中区江波東地内
�４ 工 期：平成２２年６月２９日～

平成２３年６月３０日
�５ 主な工事内容は以下のとおりである。
鋼管矢板井筒基礎（径：１０．５６０m）
・鋼管矢板 φ１０００ L＝２７．５m n＝２４本

なお、工程上の制約条件として、河川内での施
工は、１０月２６日～６月１０日の非出水期間で行わな
ければならず、非常に厳しい工期設定となってお

り、鋼管矢板井筒基礎工の完了時期が工程に大き
く影響するものであった。

２．現場における問題点

鋼管矢板の打設は、全周回転掘削機による砂置
換のあと、中堀杭打設工法により行った。また、
先端処理工法は、コンクリートを鋼管内の先端に
４Ｄ以上打設するコンクリート打設方式であった。
施工順序は①先行掘削・砂置換、②鋼管矢板中堀
打設、③鋼管内掘削、④杭先端コンクリート打設
である。
杭先端コンクリート打設を行うためには、鋼管
内の置換砂を撤去する必要があり、当初、③鋼管
内掘削をアースドリル工法により行っていたが、
①先行掘削・砂置換により置き換えた砂の粘性が
無かったため、アースドリルバケット引抜き中に
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鋼管内掘削の工法見直しによる施工能力改善について

７
施工計画

図－１ 断面図 図－２ アースドリル施工状況
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ほとんど抜け落ちてしまい、掘削効率が低下して
掘削量は１５m３／日程度であった。積算基準の２５m３

／日と比べると半分程度の施工能力であり工期を
切迫させ、工法の見直しも含めた改善策が課題と
なった。

３．工夫と適用結果

アースドリル工法以外の鋼管内掘削方法につい
て、表―１に示す内容にて検討を行った。

表－１ 工法比較表

検討の結果、施工性・経済性・工程を考慮し、
エアーリフトによる工法を併用する事とした。
その設備は、揚水管と送気管から成る極めて簡
単な構造であり、揚水管（φ２００mm）の中に送気
管（φ２５mm）を配管し、揚水管の先端部で空気
を流出させると、管内に流出された空気が上昇し、
それに伴って上向きの水流が発生する。これが継
続的に繰り返されることにより鋼管内の水と共に
土砂が排出される原理である。
エアーリフトの施工には、鋼管内が水で満たさ
れている必要があり、水中ポンプ（８吋）で常時
注水を行いながらの施工となる。又、排土量は注
水量以上と大量になる為、井筒内に排土を行い汚
濁防止に努めた。
また、杭先端地盤の乱れ、洗掘防止及びバキュー
ム現象によるボイリング防止の為、エアーリフト

による排土は鋼管矢板下端２～３ｍ上までとし、
それ以深はアースドリルによる掘削・スライム処
理により施工を行った。
その結果、エアーリフトによる排土量は約１m３

／分であり、鋼管矢板１本（約１５m３）排土する
のに１５分程度しか要せず、全２４本を２日間で完了
させる事ができた。

４．おわりに

エアーリフト工法を併用する事により、アース
ドリル工法では２８日要する［４２０m３（１７．５m３×２４
本）／１５m３］施工を、４日間で終えることができ、
２４日間（積算基準では１３日間）の短縮を図ること
ができた。
これにより、次工種に続く工程管理もスムーズ
に行うことができ、河川内の施工は非出水期間で
行わなければいけないという工程上の制約条件を
クリア出来た。
工期のない現場においては各工種の工程遅延が
致命傷となる為、トラブル時の早急な対応を常に
心がけていくことが大切だということを実感した。

図－３ エアーリフト原理図

図－４ エアーリフト施工状況
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